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1. 概要 

・D-STARは仕様をJARLが策定し、ICOM中心に作成したデジタル音声通信です。 
・国内のレピーターはJARLがレピータ管理団体に代わり申請しJARLに免許されます。  
 別府430もそのうちの１つです。基本的にJARL D-STAR委員会が作成したシステ 
 ムで動いています。 
・D-STARレピーターの主な動作は、アナログレピーターのように当該レピーター 
 の電波が届く範囲で単独で使用する「山かけ」と、ネットワークを介して他の 
 JARLレピーターを指定してつなぐ「ゲートウェイ」があります。 
・しかし、それだけでは使い勝手が悪いので、一部のレピーターに、ある団体作 
 ったシステムを入れて、NETで接続出来るようにしています。それが  
 NoraExternalConnector というものです。 
 



・Nora External Connectorを追加したレピーターは外部
のNETで接続できるので、 

AndroidスマホにピーナッツやNora VAという
アプリをインスツールすると、スマホから別
府430や各ノード局に山かけで接続・QSO出
来ます。 

ラズパイ+モデム+リグでリフレクタノー
ドといわれる派生局を作成することが出来
ます。 

■ 

■ 



2. 目指していること 

大分県内主要地域をカバーするレピーター接続網を作りたい 

イメージは大分県の真ん中に5000ｍ級の山があり、頂上に 
レピーターがある感じ 

中津 

日田 

大分・別府 

佐伯 



奈多海岸JH6YLW 
430.750MHz 

佐伯JF6ZSI 
430.770MHz 

豊後大野JA6YCL 
430.930MHz 

三ﾉ岳JG6YCZ 
430.790MHz 

竹田JH6ZPY 
430.730MHz 

安心院JG6YKB 

湯布院JE6FKR 
430.860MHz 

日田 準備中 

D-STARレピーター別府430接続グループの位置 

別府430JP6YIC 
439.070MHz 

準備中 

稼働中 

豊後高田 検討中(?) 



別府430レピーター山かけ+以下のノード間でQSO出来ます。異
なるノード間、例えば竹田と日田でもQSO出来ます。但し、
デュープレックスは別府430のみで、他のノード局はシンプレッ
クスなので、同じノードのエリア内同志のQSOはできません。 

別府430レピータ局 

杵築・奈多海岸 

豊後高田 検討中(?) 

犬飼・三ﾉ岳山頂 竹田・三宅 
（準備中） 

佐伯 （準備中） 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ

 

他のﾚﾋﾟｰﾀｰへのｹﾞｰﾄｳｪｲ 

（但し下の各ノードとのQSO不可） 

世界のどこからでもスマホで 

日田 （準備中） 

湯布院 （準備中） 

安心院 （準備中） 

JE6FKR 

JG6YKB JF6ZSI JH6ZPY JG6YCZ 

JH6YLW 

豊後大野 
JA6YCL 



D-STARレピーター別府430接続グループの実際動作 

別府430レピーター 439.07MHz(434.07) 
デュープレックス 

奈多 

竹田 

豊後 
大野 

NET回線 

別府のA局 

430.73MHz シンプレックス 

別府のA局の声が別府430,奈多海岸,竹田,豊後大野等の各ノード（中継局）から一斉に聞こえる 



別府430レピーター 

別府430に接続したノード局 

ピーナッツをインスツール 
したAndroidスマホ 

世界のどこにいても携帯の電波が届く場所なら別府430やそれに 
接続したリフレクターのエリアの局とQSO出来る 

無線機を持って行けない海外にいても県内とQSO出来ます。 

NET 

海外 
大分の局 



3. 事前の登録 

3-1 まず、そもそもD-STARのリグを使うにはJARL登録サーバーへの登録が必要です。 
    https://www.d-star.info/ 
          ここからD-STAR利用申し込み画面で登録して下さい。 
    
3-2 JARLのレピータを介してネットワークにつながるためには、レピーターからゲートウェイ 
  して他のJARLレピーターにつなげた時に発生するコールサイン位置情報がJARLのコールサイン 
  サーバーに入っていないとネットワークがつながらないという面倒くさい仕様になってます。 
 
方法は 
  ①別府430や福岡430などのJARL D-STARレピーターに電波が届く場所へ行き、そこから 
   ゲートウェイ越えで他のJARLレピータ または自動応答局 を指定してカーチャンクする。 
 
  ②電波が届かない場合はAndroidのスマホにNoraVR Clientというアプリを入れて、自動応答局 
   にアクセスする 
  の２つです。 
 
  JARLに入っている位置情報は寿命が３ヶ月です。3ヶ月以上経つと送信データが届かなくなる 
  可能性があります。つまり3ヶ月に1回、①または②を行う必要があります。 

https://www.d-star.info/
https://www.d-star.info/
https://www.d-star.info/


何も設定していないと、受信は出来ますが送信してもNETに信号が流れません。 

   4-1 ICOM機のメモリーチャンネル 
 
   ①それぞれの機種のクローニングソフトを開きます。 
   ②メモリーチャンネルを開きます。 
   ③各項目は以下の通り 
     周波数  レピータ、ノード局の周波数 
     DUP   デュープレックスのシフトはマイナスにする（-DUP) 
     オフセット周波数 別府430等のレピータは5MHz  ノードは0MHz 
     TS    デジタルは10KHz毎が使いやすい（奇数の周波数が多いので） 
     モード  DV 
     メモリーネーム  ノード名など任意 
     スキップ メモリースキャンする時に飛ばすかどうか 
     Tone選択、レピータートーン、TQSL周波数、DTCSコード、DTCS極性は空白 
     DSQL、コードは空白 
     相手局  CQCQCQ 
     RPT1   レピーターやノード局のコール 通常末尾にアルファベットが付く 
     RPT2   ゲートウェイのコール 末尾にGが付く 
     グループやChは空白（任意） 
       

4. 設定のしかた 



4-2 ICOM機メモリーチャンネルの実際 



4-3 ICOM機のレピーターリストの登録 
   ノード局やリフレクター局は「11.シンプレックス」に追記します。 
 
①JARL大分県支部HPを開きます。 
②REF081 & XRF440をクリックします。 

ここをクリック 



それぞれダウンロード 

③ KYUSHU-mode.csv, ref-to.csvをそれぞれダウンロードする 



カーソルを当て１回クリック 



④ ファイル→インポート→グループとプルダウンする 
⑤ ファイル選択画面から「 KYUSHU-mode.csv」を選択し、「開く」を押す 
⑥ 数回「はい」を押すとノードの一覧が表示される 



⑦ 次に「相手局コールサイン」にカーソルを当て１回クリックする 

１回クリック 



⑧ 「ファイル」「インポート」とプルダウンするとファイル選択画面になる 
⑨ 「ref-to.csv」を選択し、「開く」 
⑩ 「はい」を押すとリフレクターの各モジュールがインポートされている 
⑪  保存する 



⑫ クローニングソフトからケーブルまたはmicroSDでリグで書き込む 

リグへ転送する（クローン書き込み） 



4-4 KENWOOD機TH-D74のメモリーチャンネル 

TH-D74のメモリーを編集するにはMCP-D74というKENWOOD頒布のソフトが 
ありますが、これはただ本体の中身を書き替えるだけであって、他からのデータ 
を読み込むとか、マージする機能はありません。 
したがって、リストから項目毎にコピペしたり、手で書き込むしかありせん。 



①なぜか周波数を入れないと始まらない仕様になってます。行を作ったらクリック 
 反転させて「編集」を押します。 

ここはDRに選択 

DRの選択で書込 
めるようになるの 
で記入 



② RPT1 RPT2の情報を入れないとノード局へ送信してもその先が通りません。 
  TH-D74はDRモードしか入りませんが、設定は次の画面のモードにあります 
  他が電波の形式なのにDRモードが混ざっているので本当にわかりにくいです。 
 
③ 今本体に入っているメモリーに新しい情報をまとめて入れる方法が困難です。 
  このソフトでは本体に入っている情報はHTMLしか出力出来ません。 
  HTMLのひとセルひとセルをEXCELにコピペしてCSVで保存するしかないようです。 
 
④ レピーターリストにノード局の追加は、新しいレピーターリストをダウンロードすると 
  せっかく書いた追加分が消えてしまうので諦めました。 
 

このようにTH-D74の効率の良い編集のしかたがわかりません。 
いいアイデアをお持ちの方、所有者の方々で共有して下さい。 



4-5 実際にノード局を使って別府430グループにアクセス 
 
前項のリグの設定をしていれば以下の運用が可能です。    
   アナログレピーターのようにPTT押せばQSO出来ます。（但しシンプレックスです） 
   カーチャンクするとポッという音が返ってきます。 
   ワッチしていると外からゲート越えしてくる局と山かけの局が両方出てくるのがわかります。 
 
QSO出来る局 
   山かけと言ってる局、ピーナッツから出てる局、ノラなんとかから出てる局、Dモニター 
   から出てる局、他の竹田とか杵築など、別府430とつながってるノードから出てる局 
 
QSO出来ない局 
   〜からゲート越えと言ってる局、ターミナルモードから出てる局 
   これらは聞こえますが、こちらから送信しても相手に聞こえません。 

以上 


